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実証実験まもなく開始
寝たきり高齢者、身体・精神障害者、在宅医療機器の装着者、発達障害児をはじめ、

災害時に自力での避難が困難な「災害弱者」への支援対策は不十分だとされています。
ICTを活用した災害弱者の命を守るまちづくりを提唱し、

産学官連携でシステムの開発を研究している金沢医科大学看護学部の中井寿雄講師に、
その意義と具体的な取り組み内容を聞きました。

ICTで「災害弱者」の命を守るまちづくり

中井　寿雄
金沢医科大学

看護学部在宅看護学講師

｜ 今 月 の 回 答 者 ｜

なか    い　    　　ひさ    お

障
害
者
の
死
亡
率
２・５
倍

機
能
し
て
い
な
い
支
援
対
策

　
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
方
の
60
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
し
た
。
障
害
者
の
死
亡
率
は
一
般

住
民
の
２
・
５
倍
に
も
及
び
、
山
形
県

で
は
停
電
に
よ
り
、
人
工
呼
吸
器
装
着

者
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、

自
閉
症
な
ど
発
達
障
害
児
を
抱
え
る
ご

家
族
が
一
般
避
難
所
か
ら
排
除
さ
れ
た

り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
て
避
難
所
に
す

ら
行
け
ず
、
車
中
泊
を
続
け
た
り
し
た

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
に
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
彼
ら
は
、
災
害

が
起
き
る
と
、
命
を
守
り
、
生
活
を
維

持
す
る
上
で
、
よ
り
困
難
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な

災
害
弱
者
は
、
防
災
行
政
上
、
「
避
難

行
動
要
支
援
者
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
を
は

じ
め
、
妊
産
婦
、
傷
病
者
、
内
部
障
害

者
、
難
病
患
者
な
ど
一
般
的
な
避
難
所

で
は
生
活
に
支
障
が
想
定
さ
れ
る
人
た

ち
は
「
要
配
慮
者
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、
一

般
避
難
所
と
は
別
に
、
要
配
慮
者
の
た

め
の
福
祉
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
地
元
自
治
体
が
あ
ら
か
じ
め
老
人

福
祉
施
設
な
ど
を
福
祉
避
難
所
に
指
定

し
て
お
き
、
発
災
後
に
必
要
に
応
じ
て

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

事
前
指
定
や
対
応
体
制
が
不
十
分
で
、

専
門
的
な
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
熊
本
市
で
は
１

７
６
施
設
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
、

約
１
７
０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で

し
た
。
し
か
し
、
熊
本
地
震
発
生
の
際
、

実
際
に
開
設
さ
れ
た
の
は
34
施
設
で
、

利
用
者
は
１
０
０
人
余
り
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。
施
設
側
の
準
備
不
足
や
市

民
へ
の
周
知
不
足
が
原
因
だ
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
国
は
避
難
行
動

要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る

取
組
指
針
を
改
定
し
た
り
、
福
祉
避
難

所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
た
り
す
る
な
ど
対
策
を
強
化
し
て

い
ま
す
が
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

の
が
実
態
な
の
で
す
。

金
沢
医
科
大
で
研
究
進
展

公
助
の
役
割
を
高
め
た
い

　
私
は
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
、
出
身

地
で
あ
る
高
知
県
内
の
教
育
機
関
を
拠

点
に
、
実
効
性
の
あ
る
災
害
弱
者
対
策

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
「
指
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
万
が
一
に
備

え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
自
助
・
共
助

を
基
本
と
す
る
国
の
対
策
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
災
害
弱
者
へ
の
特
別
な
配
慮

に
基
づ
く
公
助
の
役
割
を
高
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
産
学
官

連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
災
害

弱
者
の
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

た
だ
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
な

か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
３
年
に
金
沢
医
科
大
学

に
転
籍
し
て
以
降
、
大
学
側
の
理
解
と

後
押
し
を
得
て
大
き
く
研
究
が
進
展
し
、

よ
う
や
く
実
証
実
験
に
着
手
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

個
別
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

常
に
最
新
デ
ー
タ
を
把
握

　
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
ア
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
（
金
沢
市
）

と
産
学
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
仕
組
み
の
骨
格
は
①

災
害
弱
者
の
個
別
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

②
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
在
宅
医
療

機
器
・
装
具
・
薬
剤
な
ど
の
医
療
資
材

の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
備
蓄
シ
ス
テ
ム

の
構
築
③
発
災
時
に
災
害
弱
者
の
医
療

避
難
所
と
な
る
医
療
避
難
所
兼
体
育
館

「
シ
ェ
ル
タ
ー
＆
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
」
の
設
置
、
の
３
点
で

す
。

　
①
の
個
別
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

我
々
が
開
発
し
た
災
害
弱
者
用
の
「
金

沢
高
知
式
災
害
備
え
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
に
記
載
し
た
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
に
落
と
し
込
み
、
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
一
元
的
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
随
時
、
情
報
を
更

新
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の

で
す
。

　
災
害
弱
者
が
使
用
し
て
い
る
在
宅
医

療
機
器
は
呼
吸
器
、
酸
素
供
給
装
置
、

吸
引
器
、
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
、
経

営
栄
養
な
ど
多
様
で
す
。
他
の
資
材
も

含
め
、
こ
れ
ら
を
個
別
に
拾
い
出
す
と

と
も
に
、
被
災
に
向
け
た
備
え
状
況
や

発
災
時
に
必
要
な
支
援
内
容
な
ど
も
記

載
し
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
し
て
一
元
管
理
し
、
更
新
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
常
に
最
新
の

情
報
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
実
際
の
運
用
で
は
、
定
期
的
に
患
者

さ
ん
と
接
触
す
る
在
宅
医
や
訪
問
看
護

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職

に
情
報
収
集
と
更
新
の
た
め
の
入
力
を

担
っ
て
い
た
だ
く
の
が
適
当
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
発
災
時
に
は
支

援
者
や
医
師
が
端
末
で
個
々
に
情
報
を

読
み
取
っ
て
、
瞬
時
に
対
象
者
の
基
本

情
報
を
得
て
、
迅
速
な
支
援
や
診
療
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
も
構
築
す
る
計
画
で

す
。

必
要
な
医
療
資
材
を
備
蓄

地
域
の
基
幹
病
院
に
併
設

　
②
の
医
療
資
材
の
備
蓄
シ
ス
テ
ム
は
、

個
別
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
必
要
な
資
材
と
そ
の
数
を
正
確
に
把

握
し
、
備
蓄
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。
現
在
の
行
政
の
備
蓄
内
容
は
大

ま
か
な
も
の
で
あ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
災
害
弱
者
に
対
応
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
在
宅
で
酸
素
療
法
や
人
工

呼
吸
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
、
避
難
先
に
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

や
酸
素
ボ
ン
ベ
が
な
い
と
い
う
事
態
は

死
活
問
題
と
な
り
ま
す
。
必
要
な
資
材

の
備
蓄
は
災
害
弱
者
対
策
の
要
で
あ
り
、

そ
の
実
現
を
当
面
の
最
大
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
③
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
地
域
の
基
幹
病
院
に

併
設
し
、
普
段
は
体
育
館
と
し
て
利
用

し
な
が
ら
、
災
害
弱
者
に
必
要
な
医
療

資
材
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
す
。
発
災
時

は
体
育
館
の
ス
ペ
ー
ス
に
ベ
ッ
ド
を
配

置
し
、
災
害
弱
者
の
医
療
避
難
所
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
に

つ
い
て
は
、
基
幹
病
院
か
ら
派
遣
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
医
療
資
材
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
の
は
基

幹
病
院
の
納
入
業
者
で
す
。
普
段
は
納

入
資
材
の
倉
庫
と
し
て
在
庫
を
定
量
管

理
し
て
も
ら
い
、
資
材
を
回
転
さ
せ
て

薬
剤
や
水
な
ど
が
古
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
災
害
弱

者
の
数
や
地
域
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
石

川
県
な
ら
能
登
、
金
沢
、
加
賀
に
各
１

カ
所
の
設
置
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

内
灘
町
民
に
聞
き
取
り
調
査

災
害
弱
者
に
安
心
と
希
望
を

　
個
別
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
証
実
験

に
向
け
、
３
月
７
日
に
内
灘
町
在
住
の

約
30
人
に
協
力
い
た
だ
き
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
基
づ
く
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
３
月
中
に
ア
プ
リ
の
試

作
版
が
で
き
ま
す
の
で
、
情
報
を
落
と

し
込
み
、
一
定
期
間
、
定
期
的
に
更
新

し
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
や
必
要
な
支

援
内
容
が
ど
う
推
移
す
る
か
を
確
認
す

る
実
証
実
験
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
で
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
、
さ
ら

に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
シ
ス
テ
ム
の
洗

練
化
を
図
り
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

ア
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
全
国
の
自
治

体
へ
の
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
採
用
さ
れ

れ
ば
運
用
実
験
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
助
走
さ
え
う
ま

く
い
け
ば
ス
ム
ー
ズ
に
走
り
始
め
る
は

ず
で
す
の
で
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に

資
材
備
蓄
の
モ
デ
ル
事
例
が
誕
生
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
最
終
目
標
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
設
置

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
実
現
に
は
相
当

の
年
月
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
現
状
で
も
、
資
金
面
を
は

じ
め
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
避
難
す
る
こ
と
さ
え
あ
き
ら
め
て

い
る
多
く
の
災
害
弱
者
に
安
心
と
生
き

る
希
望
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

特
に
行
政
関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ICTで「災害弱者」を守るまちづくりのイメージ

金沢高知式
災害備え
チェックシート

停電しても
最低限の情
報は把握で
きる仕様

迅速な治療 災害弱者のための
医療避難所

オーダメード
の備蓄

医療避難所兼体育館
災害弱者に必要な備品
を集約。配送、訓練、災害
教育、研究、交流拠点

シェルター＆
ストックセンター
（SSC）

災害弱者
を可視化

紙からデジタル
へアプリケーシ
ョン開発

発災！

平常時

緊急時

① ② ③
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機
能
し
て
い
な
い
支
援
対
策

　
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
方
の
60
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
し
た
。
障
害
者
の
死
亡
率
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一
般

住
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の
２
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、
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形
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で
は
停
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に
よ
り
、
人
工
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吸
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装
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者
が
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ま
し
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、
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の
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で
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、
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害
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、
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ラ
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を
恐
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避
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す
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け
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を
続
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た
り
し
た

事
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が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
に
ハ
ン
デ
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を
も
つ
彼
ら
は
、
災
害

が
起
き
る
と
、
命
を
守
り
、
生
活
を
維

持
す
る
上
で
、
よ
り
困
難
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な

災
害
弱
者
は
、
防
災
行
政
上
、
「
避
難

行
動
要
支
援
者
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
を
は

じ
め
、
妊
産
婦
、
傷
病
者
、
内
部
障
害

者
、
難
病
患
者
な
ど
一
般
的
な
避
難
所

で
は
生
活
に
支
障
が
想
定
さ
れ
る
人
た

ち
は
「
要
配
慮
者
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、
一

般
避
難
所
と
は
別
に
、
要
配
慮
者
の
た

め
の
福
祉
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
国
の
ガ
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ド
ラ
イ
ン
で

は
、
地
元
自
治
体
が
あ
ら
か
じ
め
老
人

福
祉
施
設
な
ど
を
福
祉
避
難
所
に
指
定

し
て
お
き
、
発
災
後
に
必
要
に
応
じ
て

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

事
前
指
定
や
対
応
体
制
が
不
十
分
で
、

専
門
的
な
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
熊
本
市
で
は
１

７
６
施
設
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
、

約
１
７
０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で

し
た
。
し
か
し
、
熊
本
地
震
発
生
の
際
、

実
際
に
開
設
さ
れ
た
の
は
34
施
設
で
、

利
用
者
は
１
０
０
人
余
り
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。
施
設
側
の
準
備
不
足
や
市

民
へ
の
周
知
不
足
が
原
因
だ
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
国
は
避
難
行
動

要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る

取
組
指
針
を
改
定
し
た
り
、
福
祉
避
難

所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
た
り
す
る
な
ど
対
策
を
強
化
し
て

い
ま
す
が
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

の
が
実
態
な
の
で
す
。

金
沢
医
科
大
で
研
究
進
展

公
助
の
役
割
を
高
め
た
い

　
私
は
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
、
出
身

地
で
あ
る
高
知
県
内
の
教
育
機
関
を
拠

点
に
、
実
効
性
の
あ
る
災
害
弱
者
対
策

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
「
指
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
万
が
一
に
備

え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
自
助
・
共
助

を
基
本
と
す
る
国
の
対
策
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
災
害
弱
者
へ
の
特
別
な
配
慮

に
基
づ
く
公
助
の
役
割
を
高
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
産
学
官

連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
災
害

弱
者
の
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

た
だ
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
な

か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
３
年
に
金
沢
医
科
大
学

に
転
籍
し
て
以
降
、
大
学
側
の
理
解
と

後
押
し
を
得
て
大
き
く
研
究
が
進
展
し
、

よ
う
や
く
実
証
実
験
に
着
手
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

個
別
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

常
に
最
新
デ
ー
タ
を
把
握

　
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
ア
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
（
金
沢
市
）

と
産
学
連
携
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
仕
組
み
の
骨
格
は
①

災
害
弱
者
の
個
別
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

②
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
在
宅
医
療

機
器
・
装
具
・
薬
剤
な
ど
の
医
療
資
材

の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
備
蓄
シ
ス
テ
ム

の
構
築
③
発
災
時
に
災
害
弱
者
の
医
療

避
難
所
と
な
る
医
療
避
難
所
兼
体
育
館

「
シ
ェ
ル
タ
ー
＆
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
」
の
設
置
、
の
３
点
で

す
。

　
①
の
個
別
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

我
々
が
開
発
し
た
災
害
弱
者
用
の
「
金

沢
高
知
式
災
害
備
え
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
に
記
載
し
た
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
に
落
と
し
込
み
、
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
一
元
的
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
随
時
、
情
報
を
更

新
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の

で
す
。

　
災
害
弱
者
が
使
用
し
て
い
る
在
宅
医

療
機
器
は
呼
吸
器
、
酸
素
供
給
装
置
、

吸
引
器
、
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
、
経

営
栄
養
な
ど
多
様
で
す
。
他
の
資
材
も

含
め
、
こ
れ
ら
を
個
別
に
拾
い
出
す
と

と
も
に
、
被
災
に
向
け
た
備
え
状
況
や

発
災
時
に
必
要
な
支
援
内
容
な
ど
も
記

載
し
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
し
て
一
元
管
理
し
、
更
新
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
常
に
最
新
の

情
報
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
実
際
の
運
用
で
は
、
定
期
的
に
患
者

さ
ん
と
接
触
す
る
在
宅
医
や
訪
問
看
護

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職

に
情
報
収
集
と
更
新
の
た
め
の
入
力
を

担
っ
て
い
た
だ
く
の
が
適
当
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
発
災
時
に
は
支

援
者
や
医
師
が
端
末
で
個
々
に
情
報
を

読
み
取
っ
て
、
瞬
時
に
対
象
者
の
基
本

情
報
を
得
て
、
迅
速
な
支
援
や
診
療
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
も
構
築
す
る
計
画
で

す
。

必
要
な
医
療
資
材
を
備
蓄

地
域
の
基
幹
病
院
に
併
設

　
②
の
医
療
資
材
の
備
蓄
シ
ス
テ
ム
は
、

個
別
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
必
要
な
資
材
と
そ
の
数
を
正
確
に
把

握
し
、
備
蓄
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。
現
在
の
行
政
の
備
蓄
内
容
は
大

ま
か
な
も
の
で
あ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
災
害
弱
者
に
対
応
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
在
宅
で
酸
素
療
法
や
人
工

呼
吸
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
、
避
難
先
に
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

や
酸
素
ボ
ン
ベ
が
な
い
と
い
う
事
態
は

死
活
問
題
と
な
り
ま
す
。
必
要
な
資
材

の
備
蓄
は
災
害
弱
者
対
策
の
要
で
あ
り
、

そ
の
実
現
を
当
面
の
最
大
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
③
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
地
域
の
基
幹
病
院
に

併
設
し
、
普
段
は
体
育
館
と
し
て
利
用

し
な
が
ら
、
災
害
弱
者
に
必
要
な
医
療

資
材
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
す
。
発
災
時

は
体
育
館
の
ス
ペ
ー
ス
に
ベ
ッ
ド
を
配

置
し
、
災
害
弱
者
の
医
療
避
難
所
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
に

つ
い
て
は
、
基
幹
病
院
か
ら
派
遣
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
医
療
資
材
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
の
は
基

幹
病
院
の
納
入
業
者
で
す
。
普
段
は
納

入
資
材
の
倉
庫
と
し
て
在
庫
を
定
量
管

理
し
て
も
ら
い
、
資
材
を
回
転
さ
せ
て

薬
剤
や
水
な
ど
が
古
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
災
害
弱

者
の
数
や
地
域
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
石

川
県
な
ら
能
登
、
金
沢
、
加
賀
に
各
１

カ
所
の
設
置
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

内
灘
町
民
に
聞
き
取
り
調
査

災
害
弱
者
に
安
心
と
希
望
を

　
個
別
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
証
実
験

に
向
け
、
３
月
７
日
に
内
灘
町
在
住
の

約
30
人
に
協
力
い
た
だ
き
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
基
づ
く
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
３
月
中
に
ア
プ
リ
の
試

作
版
が
で
き
ま
す
の
で
、
情
報
を
落
と

し
込
み
、
一
定
期
間
、
定
期
的
に
更
新

し
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
や
必
要
な
支

援
内
容
が
ど
う
推
移
す
る
か
を
確
認
す

る
実
証
実
験
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
実
証
実
験
で
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
、
さ
ら

に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
シ
ス
テ
ム
の
洗

練
化
を
図
り
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

ア
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
が
全
国
の
自
治

体
へ
の
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
採
用
さ
れ

れ
ば
運
用
実
験
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
助
走
さ
え
う
ま

く
い
け
ば
ス
ム
ー
ズ
に
走
り
始
め
る
は

ず
で
す
の
で
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に

資
材
備
蓄
の
モ
デ
ル
事
例
が
誕
生
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
最
終
目
標
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
設
置

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
実
現
に
は
相
当

の
年
月
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
現
状
で
も
、
資
金
面
を
は

じ
め
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
避
難
す
る
こ
と
さ
え
あ
き
ら
め
て

い
る
多
く
の
災
害
弱
者
に
安
心
と
生
き

る
希
望
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

特
に
行
政
関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

呼 　 吸 　 器

酸素供給機器

吸 　 引 　 器

排　　　　泄

栄　　　　養

そ 　 の 　 他
□中心静脈栄養  □輸液ポンプ  □吸入器  □電動ベッド
□エアマット　□電動リフト　□創傷処置（　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【医療処置】 現在の状態 発災時さらに必要な支援（予測）
機種（　　　　　　　　　　）　□気管切開　□24h
業者（　　　　　　　　　　）　□マスク　　□約　　h
機種（　　　　　　　　　　）　　　　ℓ/min
業者（　　　　　　　　　　）　ボンベ　　　　　本

□電源　□回路　□予備呼吸器　□気管切開チューブ
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□電源　□カニューレ　□酸素ボンベ
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□電源　□カニューレ　□予備吸引器
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）機種（　　　　　　　）　使用頻度（　　　　　　　）

□膀胱留置カテ　　Fr　□自己導尿　　Fr　浣腸　　ml
□膀胱瘻　　　　　Fr　□人工肛門

□カテーテル　□採尿バッグ　□パウチ　□浣腸
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□カテーテル　□食材
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□胃瘻　　Fr　□経鼻　　Fr　□高カロリー食
内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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